
資料でたどる近代

2015. 14:00－16:30( 水 ) 11.18
大阪府立大学 I-site なんば 2 階カンファレンスルーム

講師：山中 浩之 氏
　　　大橋 眞由美 氏

（大阪府立大学 名誉教授）

（大阪府立大学 客員研究員）

●申込み方法
　1. 氏名（ふりがな）、 2. 郵便番号 ・ 住所、 3. 電話番号　を明記の上、
　「往復はがき」 または 「E メール」 でお申込ください。 
　※申込締切　2015 年 10 月 30 日（金）【必着】　　
　＜往復はがき＞〒599-8531　大阪府堺市中区学園町 1-1
　 大阪府立大学 学術情報センター図書館 「資料でたどる近代」 係

　※携帯電話のメールでの申込は受付しておりません。

●定員　100 名（申込多数の場合は抽選）
●受講料　1,000 円（資料代を含みます。 当日受付でお支払いください。）
●問合せ先　072-254-9159（平日 9:30 ～ 17:30）
●主催　大阪府立大学 学術情報センター図書館、 上方文化研究センター
●協力　住吉大社、 大阪府立中之島図書館

※お申込みの際の個人情報は、 事務連絡、 統計資料等の作成および本公開講座
  等のご案内に使用いたします。 利用目的以外の使用については一切いた しません。
  なお、 いったんお支払いいただいた受講料は返金できません。 予めご了承ください。

大阪府立大学貴重図書専門部会講演会

－ 住吉大社御文庫 ・ 大阪府立大学蔵書を中心に －

第 1 部 ： 府大図書館蔵 『不如学斎叢書』 と瀧村文庫

　　　　　　—　維新の影に生きた二人の幕臣 ・ 岡田景徽と瀧村鶴雄　—

第 2 部 ： 輝文館の出版物を通して見た近代大阪の庶民性

　　　　　　—　住吉大社御文庫蔵書 『大阪パック』 と 『天下一品　赤雑誌』 を資料として　—

※講演会当日に、資料の一部を会場にて展示する予定です。
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第 1 部 ： 府大図書館蔵 『不如学斎叢書』 と瀧村文庫
—　維新の影に生きた二人の幕臣 ・ 岡田景徽と瀧村鶴雄　—

講師 ： 山中 浩之 氏 （大阪府立大学 名誉教授）

　 大 阪 府 立 大 学 学 術 情 報 セ ン タ ー 図 書 館 貴 重 書 庫 に 所 蔵 す る 最 も 大 部 な 叢 書 と し て

『 不 如 学 斎 叢 書 』 と 題 す る 1 6 7 冊 に 及 ぶ も の が あ る 。 こ れ は 岡 田 景 徽 と い う 幕 末 期

の 下 級 幕 臣 が 筆 録 し た も の で 、 巻 頭 に 勝 海 舟 自 筆 の 序 文 が 付 さ れ て い る 。 本 書 は 、

1 9 世 紀 海 防 問 題 に 関 わ る 幕 府 機 密 史 料 を 中 心 に 筆 記 し た も の で そ れ 自 体 貴 重 な 史

料 集 と な っ て い る 。 こ れ を 筆 録 し た 岡 田 景 徽 と い う 人 、 そ し て 勝 海 舟 と の 関 係 を 通 し

て 幕 末 期 幕 臣 の 一 動 向 を ま ず 見 て み た い 。

　 そ し て 本 叢 書 が な ぜ 府 大 に 蔵 さ れ る に 至 っ た の か に 関 わ っ て 瀧 村 鶴 雄 と い う 旧 幕 臣

の 軌 跡 を た ど っ て み た い 。 瀧 村 鶴 雄 は 大 阪 府 女 子 専 門 学 校 初 代 校 長 瀧 村 斐 男 の 父

で あ る 。 府 大 貴 重 書 の 最 初 は こ の 人 の 蔵 書 で あ っ た 。 岡 田 景 徽 ・ 勝 海 舟 ・ 瀧 村 鶴

雄 と い う 幕 臣 た ち は ど の よ う な 関 係 に あ り 、 幕 末 明 治 と い う 時 代 を ど の よ う に 生 き た の

か 、 蔵 書 を み な が ら 垣 間 見 る こ と が 出 来 れ ば と 思 っ て い る 。

第 2 部 ： 輝文館の出版物を通して見た近代大阪の庶民性
—　住吉大社御文庫蔵書 『大阪パック』 と 『天下一品　赤雑誌』 を資料として　—

講師 ： 大橋 眞由美 氏 （大阪府立大学 客員研究員）

　 現 在 、 ア ジ ア 系 の 旅 行 客 で に ぎ わ う 心 斎 橋 筋 は 、 江 戸 時 代 に は 「 本 の 街 」 と 呼

ば れ て い た 。 明 治 に な り 、 新 し い 出 版 形 態 で あ る 新 聞 と 雑 誌 が 生 ま れ 、 『 大 阪 朝 日

新 聞 』 や 『 大 阪 毎 日 新 聞 』 な ど の マ ス メ デ ィ ア が 登 場 し て 、 近 代 大 阪 の 心 斎 橋 筋

周 辺 で は 、 江 戸 時 代 同 様 に 出 版 関 係 者 が 軒 を 並 べ て い た 。

　 明 治 の 末 頃 、 そ の よ う な 一 角 を 創 業 の 地 と し て 、 輝 文 館 は ユ ニ ー ク な 漫 画 雑 誌 と

風 刺 雑 誌 の 刊 行 を 開 始 し た 。 そ れ ら は 、 長 寿 漫 画 雑 誌 と し て 有 名 な 『 大 阪 パ ッ ク 』

（ 1 9 0 6 - 1 9 5 0 　 改 題 を 経 る ） と 、 殆 ど 世 に 知 ら れ て い な い 『 天 下 一 品 　 赤 雑 誌 』

（ 1 9 0 8 - 1 9 0 9 推 定 ） で あ る 。 い ず れ の 雑 誌 に も 、 近 代 広 告 の 導 入 と ツ ー リ ズ ム へ

の 関 心 、 そ し て 「 エ ロ ・ グ ロ ・ ナ ン セ ン ス 」 の 先 駆 け 的 な 傾 向 が 指 摘 で き 、 大 阪

人 の 好 奇 心 や 「 い ち び り 」 精 神 が 垣 間 見 え る 。

　 住 吉 大 社 御 文 庫 蔵 書 の 『 大 阪 パ ッ ク 』 と 『 天 下 一 品　赤 雑 誌 』 を 資 料 と し て 近 代

大 阪 の 庶 民 性 を 概 観 し た い 。

会 場 （ I - s i t e な ん ば ） ま で の ア ク セ ス

● 南 海 電 鉄  な ん ば 駅
  な ん ば パ ー ク ス 方 面 出 口 よ り 約 8 0 0 m 、徒 歩 約 1 2 分
● 地 下 鉄 御 堂 筋 線  な ん ば 駅
　  5 番 出 口 よ り 約 1 , 0 0 0 m 、徒 歩 約 1 5 分
● 地 下 鉄 御 堂 筋 線 ・ 四 つ 橋 線  大 国 町 駅
   1 番 出 口 よ り 約 4 5 0 m 、徒 歩 約 7 分
● 地 下 鉄 堺 筋 線  恵 美 須 町 駅
   1 - B 出 口 よ り 約 4 5 0 m 、徒 歩 約 7 分

〒 5 5 6 - 0 0 1 2  大 阪 市 浪 速 区 敷 津 東 2 丁 目 1 番 4 1 号
南 海 な ん ば 第 1 ビ ル 2 ・ 3 階

（ ※ 建 物 北 側 の 大 阪 府 立 大 学 専 用 入 口 か ら お 入 り く だ さ い 。）
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